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バイク模型は怖くない!!
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「バイク模型はカッコいいけどうまく作れなさそう……」と尻込みしているそこのあな
た、きちんとしたテクニックとコツを知ればバイク模型だって怖くありません。本書
では、月刊モデルグラフィックス掲載のバイク模型作例記事から、製作法を解説した
記事を中心に再構成。美麗な完成品とともに製作テクニックを解説していきます。

達人の美麗作例とともに製作のポイントを紹介
バイク模型は怖くない!!
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フルカウルのレーサーレプリカのバイク模型では、全面にデ
カールを貼ることが多く製作の難易度が比較的高め。しかし
ネイキッドバイクなら単色でシンプル。初心者でも作りやす
いのではないでしょうか。このタミヤ 1/12 ヤマハSRX-6
は、キットの出来がよくて組み立てやすく、完成すれば実車
同様に美しいシングルスポーツの姿を堪能できます。バイク
模型初心者にこそオススメしたい良キットですよ！

ヤマハ SRX-6
タミヤ　1/12

インジェクションプラスチックキット
税込2420円

製作・文／小田俊也

タミヤの1/12名キットで作る
美しく、そして骨のある

シングルスポーツ

2014年11月号
掲載
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SRX-6
YAMAHATAMIYA 1/12

Injection Plastic Kit
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YAMAHATAMIYA 1/12

Injection Plastic Kit
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●発売当時はファインシルバー、サムソ
ンブルー、グリニッシュブラックの車体
色が設定されていたが、今回はいちばん
美しいシルバーで仕上げることに。タン
クの溶接跡がフレームの内側に追い込ま
れるなど、当時のヤマハの高い技術力と
デザイン力が高次元で融合した名車が見
事に模型化されている
●実車ではサイドカウルのツヤが若干抑
えめなのだが、模型映えを考えタンクや
ほかのカウル類と同じシルバーで同じツ
ヤになるよう仕上げている

●マフラーカバーは実車と同じくアルミ
製のパーツが同梱されている。今回は素
材感を活かすため無塗装で仕上げている
●タミヤの製品でも「SRX-6」「SRX600」
の表記が入り交じっているが、当初キッ
ク始動だけの仕様のものが「SRX-6」と
呼ばれ、'90年にモデルチェンジしてモノ
サス＆セル始動となったものから「SRX
600」と呼称が変わったと言われている。
ただこのあたりの呼称は曖昧で。ヤマハ
のWebサイトなどでも多少混乱している
ところがあるようだ
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●ストップランプやウィンカ
ーランプの仕上げの美しさ、
デコンプワイヤーの処理の巧
みさ、スタビライザー工作の
見事さなど、バイク模型作り
においてキーとなるポイント
がきちんと押さえられている。
デカールがとても美しく貼ら
れていることにも注目だ。水
平垂直を意識することでカッ
チリした印象に仕上がる

●時代は初期バイクブーム、レー
サーレプリカ全盛のころ、'78年
からSRシリーズを販売していた
ヤマハが時代を見越して開発した
バイクがSRX。「SRのようなビッ
グシングルスポーツなど廃れてし
まう」と予見しそれに変わる新製
品として開発したものの結局は大
きく花開くことなく'00年前後に
生産終了。いっぽうSRのほうは専

門誌が作られるほどの大ブームに
なり、2010年にF.I.版の新車が発
売される熱狂ぶりだった。おかげ
でSR400は知っていてもSRX-6
を知らないバイク乗りもいるのだ

SR……Xってなに？

往年の“王道”キットを
きちんと作り込む

YAMAHA
SRX-6
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▲タミヤの1/12 ヤマハ SRX-6、部品もさほ
ど多くなく、それでいてディテールはこまやか
に再現。バイクの構造がわかりやすくなってい
るので初心者にもおすすめの名作キットだ

ここからは、小田氏によるSRX-6を題材にしたバイク模型の作り方講座です。バイ
ク模型ではクルマや飛行機、戦車模型のような「基本となるボディパーツ」がない場
合がほとんどで、フレームにエンジンを載せ、そこにこまかなパーツを組み付けてい
くことになります。ゆえに、工作と塗装の順番が非常に重要。まずは工作全体の流れ
と、どの段階で塗装やディテールアップをするかに注目してみてください。

　

'80
年
代
後
期
に
は
、
タ
ミ
ヤ
が
パ
ー
ツ
の
一
体
化

を
推
し
進
め
た
結
果
や
や
方
向
性
が
迷
走
し
て
キ
ッ

ト
の
再
現
度
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
時
期
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
ヤ
マ
ハ
Ｓ
Ｒ
Ｘ
‐
６
は
そ
う
な
る
直
前
の

キ
ッ
ト
。
も
っ
と
も
脂
が
の
り
き
っ
た
こ
ろ
に
製
品

化
さ
れ
た
傑
作
キ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
だ
。

　

そ
れ
ま
で
白
バ
ッ
ク
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ア
ー
ト
が
多

か
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に
は
背
景
に
色
を
つ
け
て
い

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
よ
く
見
ら
れ
た
。
な
か
で
も
こ
の

Ｓ
Ｒ
Ｘ
‐
６
は
、
青
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
ロ
ゴ
も

凝
っ
て
い
て
洒
落
た
雰
囲
気
が
あ
る
。

　

パ
ー
ツ
は
ほ
と
ん
ど
銀
色
の
成
型
色
で
、
点
数
も

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
研
ぎ
出
し
作
業
が
必
要
な
箇

所
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
初
心
者
が
い
ち
ば
ん
最
初
に

作
る
バ
イ
ク
キ
ッ
ト
と
し
て
は
う
っ
て
つ
け
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
ス
ポ
ッ
ト
生
産
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

す
と
や
や
入
手
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
入

門
用
キ
ッ
ト
と
し
て
も
っ
と
買
い
や
す
く
な
れ
ば
う

れ
し
い
往
年
の
名
作
キ
ッ
ト
だ

▲クランクカバー左側にバルブタイミング
点検キャップを追加。クラッチワイヤーの
基部も追加した。ワイヤーはキット付属の
ものではなく細いコードに交換する予定

▲シートの加工完了。ベ
ルトをギュっと食い込ま
せたり、前方の表皮を少
し弛ませたり、鍵穴を開
けたり……削り込むこと
でいろいろ表現している

▲シート縫製部はパイピングが
施されているようだ。元の段差
と平行にもう１本スジを彫り、
これを丸めるように彫刻する。
平行線のけがきには虫ピンの軸
部を２本束ねた自作工具を使用

▼シートの裾はヤスリで丸
めて柔らかさを表現。これ
だけでも印象がずいぶんと
変わる。硬質なパーツが多
いバイクなので、柔らかい
部分にこだわっておこう

▶
横
か
ら
見
る
と
こ
ん
な
感
じ
。
た
だ
薄
く
す
る
だ
け
で
な

く
、
端
部
の
厚
み
を
一
定
に
揃
え
る
こ
と
も
大
事
。
実
車
で

は
５
㎜
厚
ぐ
ら
い
な
の
で
、
１
／
12
だ
と
約
０
・
４
㎜
程
度

▲シリンダーヘッドにはデコンプのアームなど
を追加。デコンプとはエンジン始動時に少し圧
縮を抜いてエンジンを回しやすくするための機
構。ＳＲＸはキックと連動する自動タイプ

▲左グリップにはチョークレバーやホーンボタ
ン等のディテールを追加した。バイクに乗った
ときに自分が操作する箇所のディテールを追加
するのは楽しい作業だ（ついやりすぎる……）

▲下準備として、チェーンにツヤ消し黒を塗装
後に周面のローラーを縞々に塗っておく。調子
にのってローラーのあいだから見えるドリブン
スプロケットの先端も面相筆で描いてみた

▲実車のパーツ構成を思い浮かべながらハンド
ルをディテールアップ。右グリップはブレーキ
レバー根元の彫刻やリザーバータンクの点検窓
などのディテールを追加している

▲チェーンはプレートとローラーの境目にスジ
を彫るとそれらしい感じになる。デバイダーで
端部から等間隔の線をけがく。側面は鋲でデコ
ボコしているので、厚紙をあてて作業する

タミヤの名作1/12ヤマハSRX-6
まずは工作と塗装の手順を解説してみよう
製作・解説／小田俊也

1ディテールの再現度は高いが、パ
ーツ数はそれほど多くはない
2アルミプレス加工のマフラーガー
ドが付いているのもこのキットの特
徴で、うれしい配慮だ
3車体色はシルバーかブラックなの
で、それぞれに対応するデカールが
用意されている

SRX-6はこんなキットです

▼内側の円の部分も開口したら、あ
とはヤスリで裏をガリガリと削って
薄くしていく。端部が薄く見えるよ
うに、外周に向けて斜めに削るだけ
でもずいぶんと印象がよくなる

▼穴を繋げる前に裏から少し太めの
ドリルで彫っておくと、加工がしや
すくなるだけでなく表から見たとき
フチが薄くシャープに見える。深さ
が一定になるように注意しよう

▲穴と穴のあいだをナイフでカット
していく。スリットの直線部がデコ
ボコにならないよう注意してきれい
に整えよう。ちょっと根気のいる作
業なのであせらずに進める

▲まずは定番のディテールアップ工
作として、ブレーキディスクのスリ
ット部の開口から。ピンバイスでス
リットのなかに連続する穴を開け、
それを繋げていくようにする

2 1

3
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だんだんカタチに

なってきたぞ!

◆
ア
ン
チ
レ
プ
リ
カ

　

'80
年
代
半
ば
、
過
激
に
進
化
し
続
け
る
レ
ー
サ

ー
レ
プ
リ
カ
が
人
気
を
博
す
い
っ
ぽ
う
で
、
た
だ

速
い
の
で
は
な
く
質
感
や
味
わ
い
を
求
め
る
個
性

派
ラ
イ
ダ
ー
も
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

ま
考
え
る
と
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
本
流
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ヤ
マ
ハ
Ｓ
Ｒ
Ｘ
は
そ
の
よ
う

な
方
々
か
ら
熱
烈
な
支
持
を
受
け
た
の
で
し
た
。

　

タ
ミ
ヤ
か
ら
発
売
さ
れ
た
Ｓ
Ｒ
Ｘ
は
、
ど
こ
か

実
車
の
持
つ
上
質
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

ま
ず
は
そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ア
ー
ト
。
青
い
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
の
背
景
や
、
黒
地
に
赤
の
車
名
ロ
ゴ
な

ど
が
な
か
な
か
洒
落
て
い
て
、
ほ
か
の
キ
ッ
ト
と

は
少
々
異
な
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ッ
ト

の
内
容
を
見
て
み
て
も
、
き
れ
い
な
メ
ッ
キ
の
パ

ー
ツ
の
な
か
に
音
叉
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
見
ら
れ
た

り
、
金
属
製
の
ス
プ
リ
ン
グ
や
ア
ル
ミ
プ
レ
ス
成

型
の
マ
フ
ラ
ー
ガ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、

同
社
１
／
12
バ
イ
ク
シ
リ
ー
ズ
の
熟
成
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
往
年
の
名
キ
ッ
ト
で
す
。

◆
い
ざ
製
作　

　

デ
ィ
テ
ー
ル
の
直
し
は
ほ
ど
ん
ど
必
要
な
い
感

じ
だ
っ
た
の
で
、
デ
ィ
テ
ー
ル
の
追
加
の
ほ
う
に

力
を
注
い
で
い
け
そ
う
で
す
。
…
…
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
気
に
さ
せ
ま
す
ね
、
こ
の
キ
ッ
ト
は
。

　

ま
ず
は
部
品
側
面
へ
の
彫
刻
。
成
型
の
都
合
に

よ
り
再
現
し
き
れ
な
か
っ
た
造
作
を
加
え
て
い
き

ま
す
。
と
く
に
シ
ー
ト
や
ハ
ン
ド
ル
ま
わ
り
、
そ

れ
に
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
部
品
側
面
が
目
に

つ
く
の
で
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

シ
ー
ト
は
裾
を
柔
ら
か
く
丸
め
、
縫
製
部
分
や

ベ
ル
ト
の
食
い
込
み
等
の
彫
刻
を
加
え
ま
す
。
シ

ー
ト
ロ
ッ
ク
の
キ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
も
お
忘
れ
な
く
。

柔
ら
か
そ
う
な
シ
ー
ト
は
周
囲
の
硬
質
な
感
じ
と

よ
い
対
比
に
な
り
ま
す
。
バ
イ
ク
模
型
の
見
せ
場

の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ド
ル
へ
は
ス

イ
ッ
チ
の
追
加
や
ブ
レ
ー
キ
フ
ル
ー
ド
点
検
窓
の

彫
刻
。
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
に
は
デ
コ
ン
プ
の
動

作
軸
な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

パ
イ
ピ
ン
グ
は
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
市
販
の
０
・

６
㎜
径
く
ら
い
の
コ
ー
ド
に
取
り
替
え
て
み
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
部
に
は
芯
線
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
軸
穴
を
開
け
、
ま
た
、
デ
ィ
テ
ー
ル
も
そ
れ

な
り
に
整
え
ま
す
。
キ
ッ
ト
同
梱
の
ビ
ニ
ー
ル
パ

▲オイルタンクには2㎜径プラ棒のスライ
スとプラ板の小片で給油口のフタを追加し
た。金型の抜き方向を考えてみると省略さ
れているディテールを見つけやすい

▲サイドスタンドなどに使用するスプリン
グは、電線の芯線を細いドリルの軸にクル
クルと巻きつけて自作した。市販品でちょ
うどよいサイズを探すより手っ取り早い

▲組み立てて左フレームに載せたエンジン
を右フレームで挟み込む。フレームの色は
オリーブドラブのメタリック色だと聞いて
いるが、こんなもんかなぁ……？

▲チェーン＆スプロケットの作業に戻る。先に
塗っておいたローラーの部分をマスキングテー
プで覆う。爪楊枝の先などでローラーの凹凸に
しっかりと馴染ませたあと銀色で塗装

▲デコンプの動作ワイヤはグレーの伸ばしラン
ナーで再現している。太さは0.6㎜径ぐらい。
上部のブーツはエナメル線のコイルに黒いサー
フェイサーをドロっと塗りつけて再現した

▲こまかいパーツもどんどん進める。ハンドル
のスイッチ類は色をつけるだけでなく、文字も
それらしく描くと賑やかになる。この手の「あ
るある！」的なディテールは大事にしたい

▲時折仮り組してモチベーションを上げるとと
もに不具合箇所がないかチェックしておく。早
くできないかニャ～（シート上の猫は作業のあ
いまにパテで作ったもの）

▲そろそろ本格的にパーツの塗装にかかる。ま
ずはクリアーコートの必要な外装関係や、デカ
ールを貼るパーツを優先的に塗装。こうすると
少し効率がよいような気が……する

▲フレームにエンジンを載せつつ、同時にパイ
ピングも行なう。写真で取り付けているのは、
キットでは省略されていたオイルパイプ。0.8
㎜径のアルミ線などで自作した

▲シリンダーブロックのフィンの奥までしっか
りと色をのせるのは難しい。いったんツヤ消し
黒で下塗りをしておいて、銀をななめに吹き付
けることで凹凸をより際立たせることにした

▲ディテールアップ作業が楽しかったので、メ
ーターのインジケーターも透明の伸ばしランナ
ーの先端を炙って丸めたものに置き換えてみた。
きれいにできたけど、ちょっとやり過ぎ……？

▲オートデコンプの動作ワイヤーはキックペダ
ル下の凸部に接続される。このあたりの隙間に
ピンバイスを差し込み、あらかじめ0.6㎜径く
らいの穴を開けておく

▲サイドスタンドにスプリングを取り付け。細
い銅線なので現物合わせでクルっと巻きつけれ
ば完了。念のため少し瞬間接着剤をつけておく
（取り付けの基部はあらかじめ作っておいた）

▲ブレーキディスクは銀塗装後にエナメル系塗
料のガンメタルで擦り痕を表現。高速で擦れた
感じを思い描きつつ、塗ったり拭ったりしなが
らいい塩梅を見つけよう

▲ホイールは、全体にガ
ンメタルを吹いたあと、
スポークのリブに銀を乗
せる。ランナーにつけた
ままなのは両面を塗る際
の持ち手にするため

▲リムの塗装が乾いたら早々に
タイヤをはめてしまう。これは
塗膜の保護の意味もあり、あま
りベタベタ触れやすい状態にし
ておくと輝きが鈍ったり剥げて
しまったりするからだ

▼リムの銀塗装は模型用の
ペイントマーカーを使うと
よい。ペン先をリムのエッ
ジに引っかけてぐるりと１
周すると簡単に輝くリムが
再現できるのだ
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イ
プ
は
電
装
ハ
ー
ネ
ス
の
表
現
に
利
用
。
少
し
ネ

ジ
っ
て
ヨ
レ
ヨ
レ
に
し
た
も
の
を
ハ
ン
ド
ル
ス
イ

ッ
チ
や
フ
レ
ー
ム
の
ネ
ッ
ク
部
分
に
瞬
間
接
着
剤

で
取
り
付
け
ま
す
。
こ
れ
を
や
っ
て
お
く
と
ハ
ン

ド
ル
ま
わ
り
に
密
度
感
が
出
ま
す
。
と
く
に
ネ
イ

キ
ッ
ド
バ
イ
ク
に
は
効
果
的
。
実
車
で
も
ラ
イ
ト

の
う
し
ろ
は
ハ
ー
ネ
ス
で
ギ
ッ
チ
リ
で
す
。

◆
修
正
箇
所

　

全
体
に
よ
く
で
き
た
キ
ッ
ト
で
は
あ
る
の
で
す

が
、
よ
く
よ
く
見
る
と
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
荒
っ

ぽ
さ
や
、
若
干
不
自
然
に
思
え
る
個
所
も
…
…
。

　

ま
ず
、
バ
リ
や
型
ズ
レ
、
強
め
の
抜
き
テ
ー
パ

ー
に
ヒ
ケ
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
ま
す
。
成

型
色
が
銀
色
な
の
で
見
え
づ
ら
い
と
き
に
は
、
ラ

イ
ト
グ
レ
ー
な
ど
で
捨
て
塗
り
を
し
て
お
く
と
工

作
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
の
ホ
ー
ス
が
ね
じ
れ
る
と
こ

ろ
も
気
に
な
り
ま
す
。
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
と
エ
ン

ジ
ン
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
本
の
メ
ッ
キ
管
が
伸
び

て
き
て
途
中
を
柔
ら
か
い
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
で
継

ぐ
か
た
ち
な
の
で
す
が
、
こ
の
上
下
の
メ
ッ
キ
管

の
角
度
が
90
度
ズ
レ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
は
ス

ッ
キ
リ
平
行
に
な
る
の
が
正
し
い
。
修
正
は
簡
単

で
、
双
方
の
メ
ッ
キ
管
の
先
端
を
割
っ
て
曲
げ
て

ち
ょ
っ
と
角
度
を
整
え
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。
作
例
で
は
さ

ら
に
こ
の
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
を
布
パ
イ
プ
に
置
き

換
え
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
似
た
よ
う
な
パ
イ
プ

を
自
作
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
背
面
の
オ
イ
ル
供
給
パ

イ
プ
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
点
、
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド
が
短
く
車
体
が

大
き
く
傾
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
気
に
な
り
ま
す
。

実
車
が
ど
れ
ほ
ど
傾
い
て
い
る
か
定
か
で
な
い
で

す
が
、
ス
タ
ン
ド
の
先
に
プ
ラ
棒
を
２
㎜
ほ
ど
継

い
で
延
長
し
ま
し
た
。
加
工
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、

キ
ッ
ト
付
属
の
透
明
な
ス
タ
ン
ド
の
裏
に
何
か
ゲ

タ
を
噛
ま
せ
て
立
て
る
の
も
手
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
左
右
の
ペ
ダ
ル
の
先
端
も
微
妙
に

短
い
よ
う
な
の
で
、
気
に
な
る
人
は
修
正
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

◆
最
後
に

　

な
か
な
か
模
型
映
え
の
す
る
一
台
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
れ
こ
れ
イ
ジ
っ
て
る
う
ち
に
実
車
が
欲
し

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ナ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■

▲エンブレムの接着はタミヤクラフトボン
ドで。塗装面を侵さないのではみ出しても
安心。エナメル系の黒で凹部を着色し、う
すめ液を染ませた綿棒ではみ出しを拭った

▲チェンジペダル頭は若干短いので、1.5㎜
径のプラ棒で延長することに。短い先端が
すっぽり入るぐらいの穴を開けて被せるよ
うに接着すると強度も出せる

▲ハンドル近辺に電装ケーブルを追加した。
キット付属のビニールパイプをネジってヨ
レヨレにしたものを接着。ネイキッドバイ
クはハンドルまわりの密度感が効く

▲布目パイプは金属線に通してから使う。
まずは金属線を仮り組みして取り付けの具
合を確認。ちなみにクランクカバーに貼っ
てあるマスキングテープは傷防止用

▲タンクのエンブレムは、裏をヤスリで削って
半分ぐらいの厚みにしてみた。厚みに偏りが出
ないよう注意しよう。裏の突起は後でプラ板で
再生しておくと取り付け時に安心

▲ステーは１㎜径のステンレスバネ線を使用。
ちなみにミラー面はペットボトルの丸い部分を
切り出してハセガワのミラーフィニッシュシー
トを貼ることで曲面ミラーとした

◀
リ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
車
体
に
対

し
て
ね
じ
れ
て
い
な
い
か
を
確
認
。
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら

見
て
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。
ガ
タ
の
調
整
が
可
能
な

場
合
は
、
接
着
剤
が
乾
く
前
に
補
正
し
て
お
く

▲オイルクーラーのホースは、キット同梱のも
のではなく実車と同様に布目のパイプを使用す
る。写真は釣具屋で見つけた紐で、これをフラ
ットブラックに塗って使用する

▲サイドスタンドを取り付けてみるとずいぶん
車体が傾いてしまうことに気がついた。試しに
２㎜ほどのゲタを噛ますとまあまあな角度にな
ったので、スタンドを延長工作した

▲ステーを最小限にカットしてミラーフィニッ
シュの小片で部分的にメッキをリカバリーして
みた。少し気になるレベルではあるが、新たな
ステーで隠れてしまうので問題なさそう

▲エキゾーストパイプにクリアーオレンジで焼
き色をつける。パーツのメッキはそのままで使
用している。裏側にツヤがなかろうが、パーテ
ィングラインがあろうが、気にしない

▲解決は簡単。繋がった状態で成型されてしま
っているホースのジョイント部を割って、斜め
に合わさるように角度をつければいい。多少の
曲げなら表面のメッキも傷まない

▲またまた仮組み。何度も行ない、部品が確実
に付くか、違和感を感じる部分はないかなどを
こまかくチェック。「ま、いっか」と進めると、
そこから大きく破綻してしまうこともある

▲ミラーのステーは鏡の筐体と一体成型されて
いる。強度的な配慮なのだろうが、ちょっと残
念。しかも削るとメッキが剥げて更に残念な状
態になってしまいそう。そこで……

▲リアステップのヒールガードを金属線で追加
してやる。材料は0.6㎜径のすずメッキ銅線。
適度に柔らかく、ピンセットで摘まんでクネク
ネと整形ができるので便利だ

▲このキットでもっとも気になる部分が、この
オイルクーラーのホースのねじれ。上下から伸
びるパーツがホースの接続部分で90度ずれる
位置になっているのが原因だ



12

　

組
み
立
て
説
明
書
に
ひ
と
と
お
り
目
を
通
し
、

パ
ー
ツ
構
成
や
全
体
の
組
み
立
て
工
程
を
把
握
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
の
で
す
が
、
パ
ー
ツ

そ
の
も
の
を
じ
っ
く
り
と
見
て
、
そ
の
状
態
を
把

握
し
て
か
ら
工
作
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
ず
パ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
が
ど
こ
に
走
っ
て

い
る
の
か
見
落
と
し
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
パ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
が
見
づ
ら
い
整
形

色
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
サ
ー
フ
ェ
イ
サ
ー
を
吹

い
て
し
ま
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
金
型
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
想
像
す
る
と
見
つ

け
や
す
く
な
る
は
ず
で
す
。

　

本
格
的
な
塗
装
工
程
に
入
っ
て
か
ら
パ
ー
テ
ィ

ン
グ
ラ
イ
ン
を
処
理
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
見
つ

か
る
と
塗
装
が
や
り
直
し
に
な
っ
て
テ
ン
シ
ョ
ン

が
ガ
タ
落
ち
に
な
り
ま
す
し
、
あ
せ
っ
て
失
敗
を

招
い
た
り
も
し
ま
す
。
は
じ
め
の
段
階
で
徹
底
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
キ
ッ
ト
の

パ
ー
ツ
は
、
成
型
時
に
金
型
か
ら
パ
ー
ツ
を
は
が

し
や
す
い
よ
う
に
わ
ず
か
な
が
ら
テ
ー
パ
ー
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。
必
要
に
応
じ
て

そ
の
テ
ー
パ
ー
を
き
ち
ん
と
修
正
し
て
か
ら
組
み

立
て
を
行
な
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
修
正
や
調

整
を
行
な
わ
な
い
ま
ま
組
み
立
て
て
い
く
と
、
ガ

タ
つ
き
が
次
の
ガ
タ
つ
き
を
呼
び
だ
ら
し
な
く
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
カ
ウ
ル
の
塗

装
は
ピ
カ
ピ
カ
で
キ
レ
イ
に
作
ら
れ
て
い
る
の
に
、

ど
こ
と
な
く
だ
ら
し
な
く
見
え
る
バ
イ
ク
模
型
っ

て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
見
え
る
完

成
品
の
多
く
は
、
こ
こ
で
解
説
し
て
い
る
よ
う
な

基
礎
工
作
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
パ
ー
ツ
を
じ
っ
く
り
チ
ェ
ッ
ク
！
」

で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
金
型
の
状
態
を
よ
く
考

え
、
ど
の
面
に
テ
ー
パ
ー
が
つ
い
て
い
る
か
を
し

っ
か
り
と
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
少
し
組
み
立
て
を

進
め
た
ら
仮
り
組
み
、
と
い
う
の
を
繰
り
返
し
て
、

パ
ー
ツ
同
士
の
組
み
合
わ
せ
の
と
こ
ろ
に
不
要
な

隙
間
や
ガ
タ
つ
き
が
発
生
し
て
い
な
い
か
確
認
し
、

隙
間
や
ガ
タ
つ
き
が
あ
る
場
合
は
ひ
と
つ
ず
つ
調

整
し
な
が
ら
製
作
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

プラモデデルっぽさを消して、いまにも動きそうに見えるようにバイク模型を作る
にはどこに注意すればいいのでしょうか？　パーティングラインの処理法から、金
属や樹脂、皮、布などの質感再現、組み立てのコツまで、達人のテクニックを紹介
していきます。ほかのバイクの模型を作るときにもすぐにそのまま役立つテクニッ
クばかりですので、ぜひ参考にしてみてくださいね！

▲すると段差やらバリやら、いろいろ見え
てきます（ブレーキディスクの外周部分に
注目）。発売から30年近くも経つキットな
のでそれなりにバリがあります

▲このような部品は貼り合わ
せる前にダボの根もと部分を
少し掘っておくと、周りの接
着面が整えやすい

▼貼り合わせた箇所に別の部品
が付くような場合には、ヤスリ
でよく面を整え、きちんとパー
ツが組み合わさるようにします

▼▶クランクケースとシリ
ンダーブロックが正しい位
置で接着されていることが、
バイク模型では大事です

▼SRX-6のキットの銀色のモールドはパーテ
ィングラインとかバリとか成型の具合がわかり
にくい。ということでランナーについた状態で
サーフェイサーを捨て塗りします

▼平坦に見えていても、パーツの表面には
微妙なうねりがあります。ひと皮むくよう
に全体をヤスってうねりをとればプラモデ
ルっぽさを消すことができます

▲ハンドルグリップも整形をがんばります。とく
にグリップエンドやレバーなんかはきれいにして
おきたい部分。スイッチボックスなどは実物にも
分割線があったりするのでそれなりでもOK

▲ホイールをよく見るとリムのフチ（外周部）と
ハブ（中央部分）のフチにバリがあるのがわかり
ます。ホイールの中央の金型の分割線はあまり神
経質にならなくても大丈夫でしょう

▼部品のパーティングラインは、ヤスリで軽く削
ったあと、ナイフでカンナがけします。軽いカン
ナがけでは平らにならない場合は、パテ（または
瞬間接着剤）の併用も視野に入れましょう

01

パ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
に

要
注
意
！

バイク模型の完成度
劇的アップな工作ポイント
Tips10

解説／小田俊也

緑の部分を平らにしないと
正しい位置に接着できない

金型成型の仕組み●
実
物
の
本
来
の
形

金型

パーツ

直角

02

正
し
い
組
み
立
て
の
た
め
に

抜
き
テ
ー
パ
ー
を
知
る

抜
き
テ
ー
パ
ー●

抜
き
テ
ー
パ
ー
が
つ
い
た

整
形
パ
ー
ツ
の
形

➡

金型

➡➡

＊わかりやすくするために極端めに図示しています
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こ
ま
か
な
部
品
の
集
合
体
で
、
な
お
か
つ
工
業

製
品
で
あ
る
バ
イ
ク
の
模
型
で
す
か
ら
、
各
パ
ー

ツ
が
正
し
い
位
置
に
正
し
い
角
度
で
組
み
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
た
と
え
ば

ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
＆
ク
ラ
ッ
チ
レ
バ
ー
の
取

り
付
け
角
度
が
ず
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、「
ん
!?　

何
か
変
だ
ぞ
！
」
と
す
ぐ
に
気
付
か
れ
て
し
ま
い

ま
す
し
、
完
成
後
に
「
あ
、
取
れ
ち
ゃ
っ
た
」
と

い
う
よ
う
な
事
故
も
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

バ
イ
ク
と
し
て
正
し
く
組
み
立
て
る
た
め
に
は
、

き
ち
ん
と
し
た
接
着
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
接
着
面
が
小
さ
か
っ
た
り
入
り

組
ん
で
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
バ
イ
ク
模

型
。
こ
ま
か
な
パ
ー
ツ
を
正
し
い
位
置
に
正
し
い

角
度
で
ガ
ッ
チ
リ
と
接
着
す
る
に
は
コ
ツ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
解
説

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

メ
ッ
キ
パ
ー
ツ
は
金
属
質
感
が
う
れ
し
い
で
す

が
、
パ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
を
整
形
す
る
と
メ
ッ

キ
が
剥
げ
て
し
ま
う
、
そ
の
ま
ま
だ
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
用
接
着
剤
で
接
着
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が

悩
ま
し
い
と
こ
ろ
。
近
年
は
、
高
品
質
の
シ
ル
バ

ー
塗
料
や
の
り
付
き
金
属
調
シ
ー
ト
な
ど
が
あ
る

の
で
、
メ
ッ
キ
を
落
と
し
て
か
ら
塗
装
仕
上
げ
で

作
る
人
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ッ
キ
を
活
か
し
て
作
る
場
合
で
も
、

部
分
的
に
剥
が
し
た
く
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
パ
ー
ツ
の
メ
ッ
キ
の
剥
が
し

方
を
知
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
メ
ッ
キ
部

分
は
塩
素
系
漂
白
剤
に
漬
け
れ
ば
あ
っ
け
な
く
落

と
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
メ
ッ
キ
層
の
下

に
下
地
剤
が
塗
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ラ
ッ
カ
ー
系
塗
料
の
う
す

め
液
に
漬
け
れ
ば
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

外
装
パ
ー
ツ
の
合
わ
せ
目
を
消
そ
う
と
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
用
接
着
剤
で
接
着
し
て
パ
ー
ツ
の
合
わ

せ
目
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
に
き
れ
い
に

整
形
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
数
週
間
や
数
ヵ
月

後
に
な
る
と
う
っ
す
ら
と
合
わ
せ
目
の
ラ
イ
ン
が

出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
主
に
接
着
剤
や
パ
テ
の
成
分
が
揮
発
し

て
肉
痩
せ
す
る
こ
と
で
起
き
る
現
象
で
、
完
成
数

ヵ
月
後
に
起
き
る
こ
と
も
あ
り
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
外
装
パ
ー
ツ
の
接

着
（
と
パ
テ
代
わ
り
）
に
、
ヒ
ケ
が
ほ
と
ん
ど
な

い
瞬
間
接
着
剤
を
使
う
の
が
オ
ス
ス
メ
。
粘
度
が

低
め
の
接
着
剤
で
も
、
塗
布
と
硬
化
を
繰
り
返
す

よ
う
に
す
れ
ば
凹
み
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
流
し
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
バ
イ
ク
模
型
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
模
型
製
作
に
使
う
ニ
ッ
パ
ー
は
刃
物
で

あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
ナ
イ
フ
の
刃
と
同
じ
よ
う
に
消

耗
品
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

下
の
写
真
の
よ
う
に
、
ホ
イ
ー
ル
の
パ
ー
ツ
は

ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
た
ま
ま
塗
装
の
行
程
ま
で
行
な

う
の
が
や
り
や
す
い
の
で
す
が
、
太
い
ラ
ン
ナ
ー

を
切
る
と
き
は
注
意
が
必
要
。
太
い
ラ
ン
ナ
ー
を

薄
刃
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
精
密
ニ
ッ
パ
ー
で
ぞ
ん

ざ
い
に
切
っ
て
し
ま
う
と
、
刃
の
切
れ
味
が
鈍
る

ス
ピ
ー
ド
を
一
気
に
加
速
し
て
し
ま
い
ま
す
。
精

密
な
切
断
が
要
求
さ
れ
る
場
面
で
使
う
薄
刃
精
密

ニ
ッ
パ
ー
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
、
ラ
フ
に
切

れ
る
ニ
ッ
パ
ー
も
別
に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

▶
太
い
ラ
ン
ナ
ー
を
切
る
の
は
薄
刃
の

ニ
ッ
パ
ー
で
は
な
く
、
も
っ
と
力
の
入

れ
ら
れ
る
金
属
用
の
ニ
ッ
パ
ー
を
使
用

し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う

▲瞬間接着剤が完全に硬化したら、ヤスリ
で整形します。最初は棒やすりでガリガリ
と形を整え、その後紙ヤスリで削って傷や
微妙なアールを整えましょう

▲やや見えづらいのですが、裏にダボが
出ているこのような部分はたいてい表面
がヒケています。瞬間接着剤をパテ代わ
りに使って埋めておきましょう

▼裏からも瞬間接着剤を充填して補強しま
す。瞬間接着剤は衝撃に弱く、完成間際に
パリっと割れたら大変です。あて板や突っ
かえ棒を入れるとさらに安心かも

▲タンクの接着はあとから痕が出てこない
よう瞬間接着剤を使います。通常のプラモ
デル用接着剤だと溶着した部分が数ヵ月後
に肉痩せして凹むことがあります

▼メッキがかかっている部分はプラスチック用接
着剤では接着できないし、瞬間接着剤の効きも弱
いので、接着面のメッキはナイフできちんとはが
しておきましょう（基礎中の基礎です！）

▼メッキパーツのゲートはおおむね目立たない部
分にありますが、それでも少々気になることも。
そんなときにはお手軽にペイントマーカーで、ち
ょん。ピンポイントで色をのせるのがミソ

▼実際のバイクでもそうなのですが、フロントフ
ォークを取り付けるヘッドパイプの部分は模型で
も大きな力がかかるところ。とくに念入りに、が
っちりと接着しておく必要があります

▲ハンドルのパーツもよくガタつくうえに、パイ
ピングのテンションもかかる部分。納得のいく角
度に調整したうえで接着、見えない下側に瞬間接
着剤を流し込んで補強をしておくといいでしょう

▲メッキパーツはそのままだと塗装がのりにくい
のですが、塩素系の漂白剤に浸せば簡単に剥離で
きます。漂白剤は素手では触れないように。また
パーツは水でよくすすいでおきましょう

▲外装パーツ以外は、プラスチック用接着剤を使
ってしっかりと接着していきます。流し込みタイ
プも便利ですが接着力ではやや劣る気もします。
上手く使い分けたり併用したりしましょう

◀
瞬
間
接
着
剤
を
正
し
い
位
置
に
正
し
い
分
量
だ
け
つ
け
る

の
は
意
外
に
難
し
い
も
の
。
そ
ん
な
と
き
に
便
利
な
の
が
コ

レ
。
ア
ロ
ン
ア
ル
フ
ア
の
ス
テ
ィ
ッ
ク 

Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ａ
（
オ
ー

プ
ン
価
格
）。
フ
タ
の
先
端
に
つ
い
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
ご
く

少
量
を
狙
っ
た
箇
所
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼意外と見落としがちなのが、接着した箇所がパ
イピングのテンションに負けて外れてしまう例。
太いコードを取り付けるプラグは、シリンダーヘ
ッドの裏から瞬間接着剤を流し込んでおくとよい

03

04

外
装
パ
ー
ツ
の
整
形
は

瞬
間
接
着
剤
で
！

05

き
ち
ん
と
頑
丈
に

組
み
立
て
る
に
は
？

06

メ
ッ
キ
を

は
が
し
て
い
こ
う
！

ニッパーはれっきとした
刃物なので扱いに注意！
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こ
こ
ま
で
ど
の
バ
イ
ク
模
型
で
も
使
え
る
汎
用

的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
Ｓ

Ｒ
Ｘ
‐
６
か
ら
Ｓ
Ｒ
Ｘ
‐
４
へ
改
造
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

と
い
っ
て
も
…
…
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
を
取
り
付

け
ず
、
フ
ロ
ン
ト
ブ
レ
ー
キ
を
片
側
だ
け
に
す
れ

ば
い
い
だ
け
。
簡
単
な
の
で
オ
ス
ス
メ
で
す
♪　

 

そ
の
前
に
キ
ッ
ト
を
ど
う
入
手
す
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
が
…
…
そ
こ
は
な
ん
と
か
在
庫
を

探
し
て
が
ん
ば
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ゆ
っ
く
り
と
作
業
を
進
め
て
い
っ

て
も
い
つ
か
は
完
成
す
る
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
の
間
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

維
持
で
き
な
く
な
る
と
、
と
た
ん
に

完
成
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
製
作
の
ス
ピ
ー
ド
は
意
外

と
重
要
な
要
素
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
る
間
に
製
作
を
終
え
ら
れ
る
よ

う
な
製
作
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
色
の
塗
装
は
同
時
に
行
な
う
、

塗
装
の
乾
燥
時
間
を
有
効
に
使
う
な

ど
、
効
率
的
な
作
業
を
心
が
け
る
と

製
作
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま
す
の

で
上
手
に
時
短
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
は
た
く
さ
ん
の
シ
ル
バ
ー
塗
料
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
バ
イ
ク
模
型
用
と
し
て
ガ
イ
ア

ノ
ー
ツ
の
Ｅ
ｘ
‐
シ
ル
バ
ー
を
オ
ス
ス
メ
し
て
み
ま

す
。
こ
の
Ｅ
ｘ
‐
シ
ル
バ
ー
は
、
輝
度
の
高
い
金
属

質
感
の
塗
面
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
塗
膜

が
強
め
で
、
多
少
擦
っ
た
ぐ
ら
い
で
は
曇
っ
た
り

剥
げ
た
り
し
な
い
の
が
う
れ
し
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
は
下
地
の
色
や
ツ
ヤ
感
で
シ
ル
バ
ー

の
具
合
を
い
ろ
い
ろ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
塗
料
を
バ
イ
ク
模
型
に
使

う
場
合
は
、
ツ
ヤ
あ
り
ブ
ラ
ッ
ク
の
う
え
に
同
社

の
メ
タ
リ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
で
薄
め
に
希
釈
し
た
Ｅ

ｘ
‐
シ
ル
バ
ー
を
少
し
づ
つ
吹
き
重
ね
る
の
が
基

本
的
な
使
い
方
と
な
り
ま
す
。
吹
き
っ
放
し
だ
と

さ
す
が
に
鏡
面
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
簡
単

に
ツ
ヤ
消
し
の
メ
ッ
キ
パ
ー
ツ
に
近
い
ぐ
ら
い
の

輝
き
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
ル
ミ
の
再
現

に
は
う
っ
て
つ
け
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ク
リ
ア
ー
カ
ラ
ー
で
塗
装
し
た
パ
ー
ツ
を
き
れ

い
に
接
着
す
る
方
法
は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で

す
が
、
こ
こ
で
は
私
流
の
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
ご
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
特
段
難
し
い
も
の
で

は
な
く
、
ク
リ
ア
ー
パ
ー
ツ
側
の
接
着
面
を
反
射

板
と
同
じ
シ
ル
バ
ー
で
塗
っ
て
お
く
と
い
う
も
の

で
す
。
ク
リ
ア
ー
パ
ー
ツ
は
接
着
面
や
パ
ー
ツ
断

面
が
見
え
な
い
よ
う
す
る
と
き
れ
い
に
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
接
着
面
を
塗
装
し
た
あ
と
、
接

着
に
塗
装
面
を
侵
さ
な
い
ク
ラ
フ
ト
ボ
ン
ド
（
木

工
用
ボ
ン
ド
の
強
力
版
み
た
い
な
も
の
）
を
使
え

ば
接
着
面
が
汚
く
見
え
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

デ
ィ
テ
ー
ル
ア
ッ
プ
作
例
の
Ｓ
Ｒ
Ｘ
‐
６
で
は

ブ
レ
ー
キ
デ
ィ
ス
ク
の
放
熱
口
を
開
口
し
ま
し
た

が
、
簡
易
に
製
作
し
た
Ｓ
Ｒ
Ｘ
‐
４
で
は
塗
装
に

よ
る
表
現
に
し
て
み
ま
し
た
。
や
り
方
は
簡
単
で
、

凹
み
に
エ
ナ
メ
ル
系
塗
料
の
黒
を
塗
る
だ
け
で
す
。

　

マ
ス
キ
ン
グ
は
難
し
い
の
で
筆
塗
り
で
塗
り
ま

す
が
、
エ
ナ
メ
ル
系
塗
料
を
用
い
れ
ば
ハ
ミ
出
し

を
う
す
め
液
で
拭
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
安

心
。
も
ち
ろ
ん
な
る
べ
く
ハ
ミ
出
さ
な
い
の
が
い

ち
ば
ん
で
す
が
、
神
経
質
に
な
ら
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。
た
だ
し
、
エ
ナ
メ
ル
系
塗
料
の
ハ
ミ
出

し
を
拭
く
の
は
塗
料
が
よ
く
乾
い
て
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。
綿
棒
に
少
量
の
う
す
め
液
を
染
ま
せ
て
、

擦
り
落
と
す
よ
う
に
す
る
と
塗
っ
た
と
こ
ろ
の
境

目
が
き
れ
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

▲Ex-07 EX-シルバー
ガイアノーツ
50ml入り　
税別700円

▶
完
全
に
同
じ
色
だ
け
、
で
は
な
く
同
系
統
の
色
で
ま
と
め

て
同
時
に
作
業
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
。
こ
う
す
る
こ
と
で

エ
ア
ブ
ラ
シ
の
洗
浄
時
間
な
ど
こ
ま
か
い
部
分
で
の
能
率
が

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
組
み
立
て
説
明
図
を
よ
く
見
て
全
体
の
作

業
工
程
を
把
握
し
て
お
き
、
最
終
的
に
ど
う
仕
上
げ
た
い
か

を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す

▲SRX-6のスイングアームは銀色ですが、
アルミではなく鋼管を銀色に塗装したも
の。「塗装の銀」の表現にはGSIクレオス
の8番シルバーを使っています

▲メーターパネルの表示灯はクリアーカ
ラーを筆塗り。うまく色を乗せられれば
きらりと光ります。あまり筆圧をかけず、
同じ個所を何度もなぞらないのがコツ

▲ブレーキランプやウインカーは、外側から
クリアーカラーを吹きつけます。染料系でね
っとりと濃い色の、ガイアノーツのクリアー
カラーがおすすめです

▼フロントフォークはアルミの磨き出し
なので輝度が高い銀色。ガイアノーツ
EX-シルバーを同社のメタリックマスタ
ーで薄めに希釈して吹き重ねました

▼テールランプは反射板の表現としてア
ルミテープを貼り込んでみました。テー
プの端面が外から見えてしまわないよう、
ツヤ消し黒で端を塗りつぶしています

▲金属の重たさを表現するのに、下地に
ツヤありのブラックを塗ります。この段
階で美しく仕上がってないと塗り重ねる
銀もきれいにはならないので注意

▼正しい方法でていねいに作業を行なえば、スリットの開口作業
を行なわなくてもこのようにきれいに見せることが可能です

▲クリアーパーツは接着部が外から見え
てしまうと美しくありません。あらかじ
めクリアーパーツの接着面に内部反射板
と同じシルバーを塗っておきました

▼ちなみに、SRXの初期型では青い塗色
は400㏄にのみ設定されていました。作
例では、メタリックの青紫色にスモークを
上塗りして再現しています

▲サイドカバーのデカールを少し改造して
400っぽくしてみた。「６」の文字の余計
なところをカットして、水性カラーで強引
に「４」に書き換えてみました

▼SRX- 4のフロントブレーキは右側だ
けなので、左側のディスクを切り刻んで
ハブのみに改造しました。あとはオイル
クーラーを取り付けないだけです

07

便
利
な
シ
ル
バ
ー
を

使
い
こ
な
し
ま
し
ょ
う

08

10

ク
リ
ア
ー
パ
ー
ツ
を

き
れ
い
に
接
着
す
る
に
は
？

ex

お
ま
け
〜
Ｓ
Ｒ
Ｘ‐6
を

Ｓ
Ｒ
Ｘ‐４
に
し
て
み
た

ブレーキディスクの穴は
塗装でもいけます09

製作のスピードは
意外と大事なんです
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ディテールアップして製作したヤマハSRX-6に続いては、ほぼストレート組み＋小改造でディテールアップして製作したヤマハSRX-6に続いては、ほぼストレート組み＋小改造で
兄弟車のヤマハSRX-4を再現してみました。両車の違いを模型で比較してみましょう兄弟車のヤマハSRX-4を再現してみました。両車の違いを模型で比較してみましょう

ヤマハ SRX-4
タミヤ　1/12
SRX-6改造

製作／小田俊也

ビックシングルの弟分も作っちゃいました！

●普通二輪免許でも乗れるSRXとして準備されたのが兄
弟車のヤマハSRX-4。簡単な改造で再現できるので、デ
ィテールアップしたSRX-6との比較用として製作してい
る。オイルクーラーの有無や、フロンドブレーキがシン
グルとなっているのが違いとなる

SRX
-4

YAMAHA

SRX-6
SRX-4
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